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CASA新聞

表示説明 値下げ 横ばい 値上げ

市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ラワン構造用12㎜  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

針葉樹12㎜3×6   ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

針
葉
樹
合
板
は
昨
年
末

の
底
入
れ
以
降
、
川
下
で

仮
需
的
な
在
庫
補
充
の
動

き
が
出
た
以
外
は
、
需
要

が
あ
ま
り
盛
り
上
が
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
よ
う

や
く
ム
ー
ド
は
変
化
し
て

き
た
。

国
産
材
丸
太
の
出
材
量

が
少
な
く
価
格
も
強
含
ん

で
お
り
、
合
板
メ
ー
カ
ー

国
産
合
板
の
荷
動
き
は
仕

向
け
先
で
や
や
温
度
差
が
あ

る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
向
け

は
住
宅
着
工
数
の
停
滞
で
迫

力
不
足
と
は
い
え
、
底
堅
さ

が
あ
る
。

一
方
、
木
建
ル
ー
ト
は
問

屋
等
の
出
荷
に
鈍
さ
が
あ
る
。

今
年
に
入
り
、
値
上
げ
機
運

の
高
ま
り
と
と
も
に
在
庫
を

補
充
買
い
し
た
需
要
家
も
い

た
。
だ
が
、
不
需
要
期
を
挟

ん
だ
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
手

当
て
を
急
い
で
い
な
い
様
子

も
見
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
一
部
商
社
で

は
２
月
と
比
べ
て
出
荷
が
回

復
し
て
い
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
で
も
受
注
の
小
幅
増
が

聞
か
れ
始
め
、
こ
の
ま
ま
復

調
に
繋
が
る
か
注
目
さ
れ
る
。

国産合板商況 メーカー値上げ姿勢堅持

採
算
の
改
善
を
急
ぐ
合
板

メ
ー
カ
ー
の
値
上
げ
姿
勢
は

依
然
強
い
。
３
月
か
ら
は
国

産
針
葉
樹
構
造
用
合
板
（
12

㍉
厚
、
３×

６
判
）
で
１
１

０
０
円
（
問
屋
着
、
枚
）
の

値
上
げ
唱
え
が
広
が
り
、
首

都
圏
で
は
１
０
３
０
～
１
０

５
０
円
（
同
）
で
の
契
約
が

出
て
い
る
ほ
か
、
本
州
の
他

地
域
で
は
さ
ら
に
20
～
50
円

（
同
）
高
の
居
所
が
聞
か
れ

る
。
た
だ
し
、
実
需
不
足
か

ら
言
い
値
が
通
る
ほ
ど
の
力

強
さ
に
は
欠
け
、
上
げ
幅
へ

の
需
要
家
の
抵
抗
感
も
う
か

が
え
た
。

一
方
、
山
側
の
出
材
減
少

や
製
材
の
引
き
合
い
増
加
等

で
合
板
メ
ー
カ
ー
の
丸
太
調

達
は
順
調
と
は
言
え
ず
、
丸

太
仕
入
れ
価
格
も
一
部
強

含
ん
で
い
る
。
大
手
合
板

メ
ー
カ
ー
で
は
採
算
の
厳

し
さ
に
加
え
製
品
単
価
を

上
げ
な
け
れ
ば
丸
太
が
入

っ
て
こ
な
く
な
る
と
し
て
、

４
月
も
値
上
げ
の
意
向
を

示
し
て
い
る
。

は
原
木
確
保
の
た
め
の
コ

ス
ト
上
昇
を
受
け
て
値
上

げ
提
示
に
本
腰
を
入
れ
て

い
る
。
中
京
地
区
で
は
首

都
圏
に
比
べ
て
大
き
く
安

値
に
寄
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
現
状
は
強
含
み
の

域
に
あ
る
が
、
流
通
在
庫

の
減
少
も
あ
り
先
高
観
が

顕
在
し
て
き
た
。

価
格
は
在
庫
減
少
に
よ

り
安
値
品
は
な
く
な
り
、

新
材
も
納
期
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
同
24
㍉
厚
、

28
㍉
厚
は
強
含
み
で
推
移

し
て
お
り
、
実
需
に
弱
い

面
が
あ
る
も
の
の
、
先
高

観
か
ら
手
当
て
を
強
め
る

動
き
も
出
て
い
る
。

２
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸

数
は
６
万
５
８
３
戸
（
前
年

同
月
比
２
・
４
％
増
）
で
、

２
０
２
４
年
４
月
以
来
10
カ

月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
持
ち

家
は
減
少
し
た
が
、
貸
家
が

２
カ
月
ぶ
り
に
増
加
。
分
譲

住
宅
も
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加

を
受
け
て
全
体
で
も
10
カ
月

ぶ
り
の
増
加
と
な
っ
た
。
着

工
ぞ
を
受
け
て
、
新
設
住
宅

着
工
床
面
積
も
10
カ
月
ぶ
り

に
増
加
し
た
。

２
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸

数
は
増
加
し
た
が
、
１
～
２

月
累
計
は
前
年
同
期
を
１
・

１
％
下
回
っ
て
い
る
。
２
月

の
新
設
住
宅
床
面
積
は
４
７

１
万
８
０
０
０
平
方
㍍
（
同

４
・
３
％
増
）
と
増
加
は
し

た
が
、
３
カ
月
連
続
の
５
０

０
万
平
方
㍍
割
れ
で
、
低
水

準
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

持
ち
家
は
１
万
６
２
７
２

戸
（
同
０
・
２
％
減
）
で
２

カ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

首
都
圏
と
中
部
圏
で
減
少
、

近
畿
圏
と
そ
の
他
都
市
圏
で

増
加
し
た
。

貸
家
は
２
万
５
７
４
４
戸

（
同
３
・
２
％
増
）
で
２
カ

月
ぶ
り
に
増
加
。
中
部
圏
が

２
０
８
０
戸
（
同
23
・
２
％

減
）
で
大
幅
減
と
な
っ
た
以

外
は
、
首
都
圏
、
近
畿
圏
、

そ
の
他
都
市
圏
と
も
増
加
し

た
。
特
に
近
畿
圏
は
、
４
カ

月
連
続
増
と
安
定
し
て
い
る
。

分
譲
住
宅
は
１
万
８
２
１

３
戸
（
同
５
・
１
％
増
）
で

10
カ
月
ぶ
り
の
増
加
。
マ
ン

シ
ョ
ン
が
８
４
２
２
戸
（
同

12
・
５
％
増
）
と
増
加
し
た

影
響
が
大
き
い
。
戸
建
て
分

譲
は
９
６
２
８
戸
（
同
０
・

戸数、床面積とも10カ月ぶり増加 ２月の新設住宅着工

８
％
減
）
で
28
カ
月
連
続
減
少
と
、

縮
小
に
歯
止
め
が
掛
か
っ
て
い
な
い
。

工
法
別
で
は
、
在
来
工
法
が
２
万

６
２
２
０
戸
（
同
３
・
９
％
増
）
、

２×

４
工
法
が
７
５
６
８
戸
（
同
10

・
１
％
増
）
で
と
も
に
２
カ
月
ぶ
り

の
増
加
。
２×

４
工
法
は
持
ち
家
、

貸
家
、
分
譲
住
宅
い
ず
れ
も
増
加
し

た
。
特
に
貸
家
は
４
５
６
３
戸
（
同

14
・
４
％
増
）
と
増
加
幅
が
大
き
か

っ
た
。

木
質
プ
レ
ハ
ブ
も
８
９
７
戸
（
同

９
・
９
％
増
）
で
増
加
。
一
方
、
Ｒ

Ｃ
造
や
Ｓ
造
も
合
わ
せ
た
プ
レ
ハ
ブ

工
法
全
体
は
７
５
８
１
戸
（
同
０
・

９
％
減
）
と
減
少
し
た
。

こ
う
し
た
結
果
か
ら
、
木
造
住
宅

と
し
て
も
３
万
４
６
８
５
戸
（
同
５

・
３
％
増
）
と
２
カ
月
ぶ
り
の
増
加
。

２
月
の
新
設
住
宅
に
占
め
る
木
造
率

は
57
・
３
％
（
前
月
比
４
・
８
㌽
増

）
と
な
っ
た
。

名
古
屋
地
区
内
で
は

国
産
材
原
木
の
流
通
量

が
減
少
時
期
に
入
る
が
、

国
産
材
製
品
需
要
に
回

復
の
兆
し
は
見
ら
れ
な

い
。
外
材
製
品
は
コ
ス

ト
高
や
今
後
の
流
通
量

減
少
か
ら
値
上
げ
基
調

に
あ
る
も
の
も
見
ら
れ

る
が
、
４
月
以
降
も
国

産
材
製
品
と
と
も
に
価

格
転
嫁
が
課
題
と
な
る
。

米
松
製
品
は
小
割
材
の

流
通
量
減
少
が
価
格
に

反
映
さ
れ
て
お
り
、
針

葉
樹
合
板
は
メ
ー
カ
ー

が
出
材
量
の
少
な
さ
か

ら
原
木
の
確
保
に
動
い

て
い
る
。

国
産
材
原
木
は
流
通

量
が
減
少
す
る
が
、
製

材
工
場
の
手
持
ち
は
例

国産材原木、流通量が減少へ
名古屋地区

年
に
比
べ
る
と
多
く
は

な
い
。
製
品
需
要
次
第

で
は
、
こ
の
先
な
い
物

高
に
な
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。

国
産
材
製
品
は
、
４

月
の
建
築
基
準
法
改
正

の
影
響
で
５
月
以
降
の

一
時
的
な
販
売
量
の
落

ち
込
み
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
。
製
品
流
通
量
の

減
少
か
ら
荷
も
た
れ
感

こ
そ
な
い
が
、
製
材
工

場
は
段
階
的
に
値
上
げ

を
進
め
て
い
る
。

欧
州
材
製
品
は
、
４

月
に
集
成
材
メ
ー
カ
ー

が
値
上
げ
に
動
く
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
入
荷
増
も
見
込

め
な
い
た
め
、
流
通
関

係
者
か
ら
は
値
上
が
り

を
き
っ
か
け
に
し
た
採

算
改
善
を
期
待
す
る
声

が
聞
か
れ
る
。

米
材
輸
入
製
品
は
、

流
通
在
庫
の
減
少
で
値

上
げ
気
配
。
米
松
Ｋ
Ｄ

タ
ル
キ
、
根
太
は
国
内

挽
き
の
供
給
不
足
と
輸

入
製
品
の
在
庫
減
少
で

強
基
調
に
あ
る
。

国
産
針
葉
樹
構
造
用

合
板
は
、
合
板
用
原
木

の
流
通
量
減
少
か
ら
メ

ー
カ
ー
が
原
木
確
保
の

た
め
の
値
上
げ
提
示
に

本
腰
を
入
れ
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
は

原
木
不
足
を
理
由
に
需

要
に
応
え
き
れ
て
い
な

い
品
目
も
あ
り
、
先
高

観
か
ら
合
板
の
手
当
て

を
強
め
る
動
き
も
あ
る
。



住
宅
ロ
ー
ン
市
場
の
規
模

が
拡
大
し
て
い
る
。
住
宅
価

格
上
昇
に
伴
い
、
ペ
ア
ロ
ー

ン
利
用
や
返
済
期
間
40
年
以

上
の
長
期
ロ
ー
ン
の
利
用
比

率
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
要
因
と
み
ら
れ
る
。

住
宅
金
融
支
援
機
構
に
よ

る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
新
規

実
行
額
は
２
０
２
４
年
度
上

半
期
で
10
兆
７
０
０
０
億
円

（
前
年
同
期
比
８
・
４
％
増

）
と
な
っ
た
。

近
年
の
住
宅
ロ
ー
ン
新
規

実
行
額
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利

が
導
入
さ
れ
た
16
年
度
の
24

兆
円
を
除
く
と
、
概
ね
21
兆

～
22
兆
円
で
推
移
し
て
い
る
。

住
宅
着
工
戸
数
は
減
少
傾
向

だ
が
、
住
宅
販
売
価
格
は
過

去
10
年
余
り
の
変
化
で
も
上

昇
傾
向
に
あ
る
。
23
年
度
の

平
均
販
価
は
10
年
度
比
で
36

％
の
上
昇
。
特
に
21
年
度
以

降
は
上
昇
が
加
速
し
て
い
る
。

地
域
別
で
は
、
南
関
東
圏
が

全
体
平
均
を
上
回
る
45
％
の

上
昇
。
南
関
東
の
上
昇
率
は
、

高
価
格
帯
物
件
の
影
響
も
あ

る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
う

し
た
住
宅
販
価
の
上
昇
が
、

住
宅
ロ
ー
ン
借
入
額
増
額
の

一
因
と
な
っ
て
い
る
。

「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
利
用
者

に
お
い
て
も
、
13
年
度
の
利

用
者
の
平
均
借
入
額
は
２
７

住宅販価上昇などで借入額増 長期ローン利用も増える 住宅ローン市場

ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領

は
２
日
（
現
地
時
間
）
、

貿
易
相
手
国
に
対
し
相
互

関
税
を
課
す
と
発
表
し
た

が
、
注
目
さ
れ
て
い
た
木

材
製
品
は
適
用
対
象
外
と

な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
カ
ナ
ダ
、
米
国
、

メ
キ
シ
コ
の
３
国
貿
易
協

定
で
あ
る
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
間

で
協
議
さ
れ
て
い
る
う
ち
、

２
日
ま
で
執
行
が
猶
予
さ

れ
て
い
た
米
国
が
カ
ナ
ダ

か
ら
輸
入
す
る
木
材
製
品

の
輸
入
関
税
（
25
％
）
も

実
施
に
つ
い
て
は
触
れ
て

お
ら
ず
、
一
部
を
除
き
追

加
関
税
は
設
定
さ
れ
て
い

な
い
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
外

国
貿
易
と
経
済
慣
行
が
国

家
非
常
事
態
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
と
し
て
、
国
家

緊
急
経
済
権
限
法
（
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
基
づ
き
、
米

国
の
地
位
向
上
と
労
働
者

保
護
を
目
的
に
関
税
を
課

す
命
令
を
下
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て

の
国
に
一
律
10
％
の
基
本

関
税
を
課
し
た
う
え
で
、

各
国
の
関
税
や
非
関
税
障

壁
を
考
慮
し
、
国
や
地
域

別
に
税
率
を
上
乗
せ
す
る
。

約
60
国
が
対
象
で
、
日
本

は
24
％
、
ベ
ト
ナ
ム
46
％
、

中
国
34
％
、
イ
ン
ド
26
％
、

韓
国
25
％
、
Ｅ
Ｕ
20
％
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
木
材
製
品
は
相
互
関

税
の
適
用
対
象
外
と
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

な
か
で
も
中
国
に
対
し

て
は
、
違
法
薬
物
流
入
の

危
機
を
回
避
す
る
対
応
の

木材製品は適用対象外 米国、一律の相互関税

住
宅
の
断
熱
性
能
と
、
居
住

者
の
健
康
は
創
刊
し
て
お
り
、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

発
表
し
て
い
る
「
住
ま
い
と
健

康
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
は
、
冬
季
の
室
温
を
18
度
以

上
に
す
る
こ
と
を
強
く
勧
告
し

て
い
る
。
た
だ
、
日
本
は
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
下
回
る

ス
ト
ッ
ク
住
宅
が
ほ
と
ん
ど
で
、

こ
た
つ
や
床
暖
房
な
ど
の
暖
房

機
器
を
使
用
し
な
が
ら
寒
さ
を

し
の
い
で
い
る
。

そ
こ
で
、
日
本
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
建
築
協
会
の
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

ル
ネ
ス
住
宅
等
推
進
調
査
委
員

会
は
２
０
１
４
年
か
ら
、
断
熱

改
修
に
よ
る
居
住
者
へ
の
健
康

へ
の
影
響
に
つ
い
て
調
査
し
て

い
る
。
２
３
１
８
軒
、
４
１
４

７
人
を
対
象
に
、
14
～
18
年
度

に
断
熱
改
修
前
の
温
熱
環
境
を

調
査
し
、
15
～
19
年
度
で
断
熱

等
級
４
相
当
の
断
熱
改
修
を
行

い
、
19
年
度
以
降
は
年
度
ご
と

で
居
住
者
の
健
康
の
変
化
を
調

査
す
る
。

現
在
の
調
査
で
は
、
断
熱
改

修
で
血
圧
が
低
下
す
る
の
か
、

健
康
寿
命
が
延
び
る
の
か
、
死

亡
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
の
か
が

主
題
と
な
っ
て
い
る
。

血
圧
の
上
昇
に
つ
い
て
は
、

断
熱
改
修
を
実
施
し
た
住
宅
で

起
床
時
の
最
高
血
圧
が
３
・
１

㍉

、
最
低
血
圧
が
２
・
１
㍉

そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
た
。
特
に
、

高
血
圧
で
通
院
し
て
い
る
人
や

喫
煙
者
で
血
圧
低
下
の
効
果
が

高
か
っ
た
。

同
協
会
は
、
断
熱
性
能
を
高

血
圧
が
引
き
起
こ
す
循
環
器
疾

患
を
予
防
す
る
た
め
の
要
素
と

し
て
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
す

る
。 Hg

Hg

断熱と健康の相関性調査 断熱が血圧低下に効果的 日本サステナブル建築協会

ま
た
、
同
協
会
は
断
熱
改
修

と
死
亡
事
故
の
リ
ス
ク
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
家
庭
内
の
死
亡

事
故
件
数
が
交
通
事
故
死
者
数

を
上
回
っ
て
い
る
。
特
に
、
高

齢
者
の
入
浴
時
の
溺
死
が
年
々

増
え
て
お
り
、
２
０
２
３
年
度

の
死
亡
者
数
は
４
７
５
０
人
と

な
っ
て
い
る
。
入
浴
時
の
事
故

は
、
浴
槽
内
の
温
度
と
関
係
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
協
会
は

断
熱
改
修
に
よ
る
入
浴
習
慣
の

変
化
を
調
査
し
た
。

調
査
で
は
、
５
３
０
人
に
断

熱
改
修
前
、
改
修
直
後
、
３
年

後
に
分
け
て
入
浴
の
習
慣
を
聞

き
取
っ
た
。
そ
の
結
果
、
湯
船

の
温
度
が
41
度
以
上
だ
と
回
答

し
た
人
数
が
改
修
前
で
93
人
、

改
修
直
後
で
77
人
、
３
年
後
で

74
人
と
減
少
し
た
。
ま
た
、
41

度
以
上
の
湯
船
に
15
分
以
上
浸

か
る
危
険
な
入
浴
を
し
て
い
る

人
数
も
、
改
修
前
は
74
人
だ
っ

た
が
３
年
後
に
は
56
人
に
減
少

し
た
。
同
協
会
は
、
居
間
の
室

温
が
上
昇
す
る
こ
と
で
危
険
入

浴
を
回
避
で
き
る
と
結
論
付
け

て
い
る
。

ま
た
、
死
亡
リ
ス
ク
の
前
兆

と
い
わ
れ
る
住
宅
内
の
転
倒
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
も
調
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
在
宅
中
の
床

近
く
の
室
温
が
18
度
以
上
の
場

合
、
18
度
未
満
と
比
べ
店
頭
の

割
合
が
10
％
低
下
す
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

同
協
会
は
今
後
も
、
10
年
、

15
年
と
経
過
調
査
を
続
け
て
い

く
。
そ
の
な
か
で
、
断
熱
改
修

が
介
護
費
の
削
減
に
寄
与
す
る

の
か
な
ど
の
観
点
で
調
査
す
る
。

一
つ
と
し
て
３
月
３
日
に

追
加
関
税
率
を
10
％
か
ら

20
％
に
引
き
上
げ
た
が
、

そ
れ
に
対
し
中
国
は
同
４

日
か
ら
米
国
産
丸
太
の
輸

入
を
停
止
し
て
お
り
、
米

中
間
の
木
材
貿
易
摩
擦
が

発
生
し
て
い
る
。
米
中
間

に
関
わ
ら
ず
、
木
材
防
疫

を
取
り
巻
く
様
々
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。米

国
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

の
発
表
に
よ
る
と
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｐ

Ａ
（
国
際
緊
急
経
済
権
限

法
）
を
行
使
し
、
す
べ
て

の
国
に
対
し
10
％
の
関
税

を
５
日
（
現
地
時
間
）
に
、

米
国
と
の
貿
易
赤
字
が
最

も
大
き
い
国
に
対
し
て
は

個
別
に
相
互
関
税
を
９
日

に
課
す
。

木
材
に
つ
い
て
は
、
相

互
関
税
の
対
象
に
な
ら
な

い
品
目
に
含
ま
れ
て
い
る
。

対
象
外
の
品
目
と
し
て
、

第
２
３
２
条
の
関
税
の
対

象
で
あ
る
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
製
品
、
自
動
車
、

自
動
車
部
品
、
銅
、
医
薬

品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
銀

等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ
コ
は

今
回
の
命
令
に
よ
る
影
響

を
受
け
な
い
。
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

Ａ
準
拠
品
は
引
き
続
き
０

％
、
非
準
拠
品
に
は
25
％

の
関
税
が
既
に
課
さ
れ
て

い
る
。

万
円
増
）
と
な
っ
て
い
る
。
平

均
世
帯
年
収
は
微
増
に
と
ど
ま

り
、
住
宅
取
得
に
準
備
で
き
る

資
金
は
上
が
っ
て
い
る
と
は
言

え
ず
、
住
宅
販
価
上
昇
に
対
応

で
き
て
い
な
い
。
消
費
者
は
住

宅
ロ
ー
ン
借
入
額
の
増
額
が
必

須
と
な
っ
て
お
り
、
返
済
負
担

率
も
13
年
度
の
21
・
２
％
か
ら

23
年
度
は
23
・
４
％
（
同
２
・

２
㌽
増
）
と
負
担
が
増
し
た
。

こ
う
し
た
経
済
環
境
や
ロ
ー

ン
の
借
入
環
境
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
利
用
タ
イ
プ
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
例
え
ば
返
済

期
間
40
年
超
50
年
以
内
の
ロ
ー

ン
利
用
者
は
24
年
に
４
％
と
な

り
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
低

い
も
の
の
23
年
の
２
％
か
ら
２

倍
に
な
っ
た
。
ま
た
同
35
年
超

40
年
に
つ
い
て
は
24
年
が
16
％

で
、
23
年
比
５
㌽
増
と
な
っ
た
。

同
30
年
以
内
や
同
30
年
超
35
年

以
内
の
ロ
ー
ン
利
用
者
は
い
ず

れ
も
23
年
か
ら
減
少
し
て
い
る
。

住
宅
ロ
ー
ン
利
用
に
お
け
る

ペ
ア
ロ
ー
ン
や
収
入
合
算
の
活

用
も
進
ん
で
い
る
。
23
年
は
26

％
が
ペ
ア
ロ
ー
ン
を
利
用
、
収

入
合
算
を
13
％
が
利
用
し
た
が
、

特
に
20
代
と
30
代
の
若
い
世
代

で
ペ
ア
ロ
ー
ン
及
び
収
入
合
算

の
利
用
率
が
高
い
。

ま
た
、
変
動
金
利
型
の
ロ
ー

ン
利
用
は
77
％
。
変
動
金
利
利

用
者
は
、
金
利
上
昇
に
不
安
を

感
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
借
入

当
時
の
意
識
と
し
て
は
「
将
来

の
金
利
を
あ
ま
り
考
え
て
も
仕

方
が
な
い
」
「
変
動
金
利
は
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
」
「
金
利
変
動
の
リ
ス
ク
が

あ
る
こ
と
を
あ
ま
り
分
か
っ
て

い
な
か
っ
た
」
な
ど
、
認
識
に

差
が
あ
る
結
果
も
得
ら
れ
た
。

４
１
万
円
だ
っ
た
が
、
23
年
度

は
３
４
２
４
万
円
で
６
８
３
万

円
増
。
１
・
25
倍
と
な
っ
た
。

一
方
、
利
用
者
の
手
持
ち
金

は
13
年
度
の
５
７
７
万
円
に
対

し
23
年
度
は
４
９
７
万
円
（
13

年
度
比
80
万
円
減
）
、
世
帯
年

収
は
13
年
度
６
１
１
万
円
に
対

し
23
年
度
６
６
１
万
円
（
同
50
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